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１	
 研究背景と目的	
 

	
 現在，中山間地域は過疎化や高齢化等の問題を抱えている。その中でも地域から買い物

や病院へ通うための交通手段に関しては，地域で生活し続ける重要事項である。交通問題

についてはデマンド交通や一般乗合バスとスクールバスの統合１）等さまざまな取り組みが

みられるが，どのような手段が適しているかについてはその地域特性や地域が抱えている

課題に対応したものであることが望まれる。  

調査地である山口県周南市須金地区は，中学から地区外に通学を要し，通学の際には公

共交通であるバスか保護者の送迎に依存せざるを得ず，地区に居住する上での大きな負担

になっている。このような状態が続くと , 中山間地域において子育て世代が生活を継続し
ていくことが困難となり，地域から子育て世代が離れていくことになりかねない。  
そこで，本稿では子供の通学に関する問題は今後の地域における生活環境を考えていく

上で重要な課題であると考え，そのための対応を検討するにあたっての基盤として通学の

現状について明らかにすることとした。  
	
 

２	
 研究方法	
 

１）調査地概要	
  
	
 須金地区は周南市の北部に位置し，北東部は岩国市に接した , 国道 434 号が地域を南北
に通る地区である。地区の人口は 441 人（H22 年国勢調査）で，その高齢化率は市内平均
の 26％を上回る 60％，年少人口比率は市内平均 13％を下回る 3％である。他の中山間地
域と同様に人口は年々減少の一途を辿り，H17 年からの 5 年間で総人口が 87 人減少して
いる。そのうち年少人口 2 人減，生産年齢人口が 48 人減，高齢者人口が 37 人の減少であ
る。須金地区内には小学校，中学校，周南市支所，地区公民館，農村環境改善センター，

診療所，デイサービスセンターが設置されている。しかし，須金中学校については生徒数

の減少により平成 18 年度から休校となっており，地区内の中学生は隣接する須々万地区
の中学校に通っている状況である。地区内の小学校の児童数は平成 26年度で 7人である。  
２）調査方法	
 

	
 調査は，須金地区に暮らしている小中高生の子供を持つ全世帯（7 世帯）において，保
護者７名に対して聞き取り調査を行った。聞き取り内容は現在の子供の通学手段，通学時

間，子供の基本的な生活パターン，通学に対する意見・要望等についてである。  
	
 保護者の職業は地区内の観光果樹園経営と自営業であり，一般的な会社員と比べ就労時

間には融通がきくことがうかがえる（表 1）。どちらも通勤手段には自家用車を利用してお
り，日常的に自家用車による移動が主となっている。  
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表	
 1	
 調査対象者概要	
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３	
 須金地区における通学の現状	
 

１）地区内公共交通

現在，須金地区において通学に利用される公共交通は山口県内全域を担う防長交通株式

会社の路線バス（以下 ;防長バス）のみで，須金〜徳山駅前間を 1 日平日で 7 往復，土日 5 
往復運行している。運行便数が少ないこと，運行ルートが通常の自家用車のルートより大

きく迂回するため，乗客にとっては時間がかかり，乗客数が少ない状況にある。実際に 1
日あたりの輸送人数は平成 15 年には 40 人以上みられたものの，平成 25 年には 15 人を下
回っており，その利用者の多くが 60 歳以上の高齢者である。  
２）中学生の通学状況

	
 須金地区の中学校が休校になる際，地区と周南市との話し合いで定期代と送迎にかかる

燃料費を考慮した 36 千円 /月を補助することで同意が得られている。そのため，地区の中
学生は平日に防長バスを利用，1 便が運行しない土日に部活等で登校する際は保護者によ
る送迎がなされている傾向にある。しかし，土日の送迎の必要性やバスの時間を考慮して

の部活選択の必要性といったことから，必ずしも子供の中学校生活におけるニーズを満た

せているとは言えない状況である。

３）高校生の通学状況

周南市には国公私立合わせて 9 校の高等学校が設置されている。しかし，須金地区から
の通学を考えると，現状では 4 校にのみ通学可能という状況であり，須金地区からの高校
選択は大きく制限されている。また，高校からは通学に要する定期代への補助がないため，

防長バスが提供する月 2 万円の学生フリー定期券を購入しての通学を行っており，家計へ
の負担は大きい。現在，高校生は地区に 5 人いるが，そのうち 2 人は寮や一人暮らしをし
ており，3 人がバス通学を行っている状況である。  
さらに，将来的な高校進学の際には，通学が不便なため子供が家を出る（1 世帯）や通

学は全て保護者の送迎でまかなう（1 世帯）のほか，現行の交通手段のみであれば家族で
引っ越す（1 世帯）ことを検討している世帯もみられた。  
４）通学に関する要望

	
 保護者の要望は中学校に通うためのスクールバスの運行である。通学に伴う送迎を無く

することで保護者にとって就業時間の確保につながる。また，路線バスでは時間が定時と

決まっているため，学校生活と連動した通学がしにくいといったこと等があげられている。	
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